
 
 
 
 
 
 
 

第 1562 回例会 21 年 3 月 2 日(月) 
18：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

 
１．開会点鐘       

２．国歌斉唱       「君が代」 

３．ロータリーソング   「奉仕の理想」 

４．ゲスト紹介      財団奨学生 ニルダ様 
 
５．出席報告  

会員総数68名 出席者数43名 出席免除会員1名 

  出席率 63.24％ 前回修正出席率 75％ 

 

６．会長スピーチ      会長 宮田貞三君 

皆様今晩は。 
ニルダさん

は来日されて

5ヶ月が過ぎ、

今日が最後の

例会出席とな

ります。後程

お別れのスピ

ーチをお願い

します。ニル

ダさんは土曜

日紀美野の医

王寺の奥さん

にお世話にな

り、お茶、お

花、そして着物を着せていただいたそうです。小椋

さん、花田さん、坂口さん、御苦労様でした。 
明日から花田さん、林さん、坂口さんがフィリピ

ンのルバング島へ海南西RC、マニラRCとWCSの共

同プロジェクトである、太陽光を利用した飲料水の

殺菌装置の設置の為に出発されます。よろしくお願

いします。 
3月に入り、私の任期残り4ヶ月となりましたが、

まだまだ事業の方も沢山あり、引き続き御協力お願

いします。今年は桜の開花が早くなりそうです。マ

ンサクの花も昨年より１週間早く咲いたそうです。

マンサクは春の訪れを他の花にさきがけて先ず咲

くので、“マンサク”又はその年の豊年満作をこの

花の咲き具合で占うのでマンサクとついたとも言

われています。マンサクの占いでは今年は春が早く、

夏は長くて暑い夏になりそうです。 
さて、これからアジアでどの国が伸びるか占って

みたいと思います。昨年のアメリカ発の金融危機を

受けて今後伸びていく国はブラジル、ロシア、そし

てアジアの中国、インドの４ヶ国だと言われていま

す。中でもインドは人口11億7000万人、グローバル

化に伴い、世界経済、株式市場、為替市場も眠る事

なく働いています。その為、アメリカのビジネスパ

ートナーとして、インドはアメリカとの時差が12時
間あるため、インドにコールセンターを置くと24時
間企業が働くことになります。インド人はコンピュ

ーターにも数字にも強いので、インドにコールセン

ターを置くアメリカの企業が多くあり、休むことな

く企業は働いています。それに比べて日本では、今

年の正月は8日間、5月は5日間、9月も5日間、国も

自治体も銀行も企業も一斉に続けて休みを取りま

す。世界で何が起こるかわからない時代に、すばや

く適切な判断が必要な時代に、一国だけゆっくりし

ていてよいのか気になります。インド工科大学は大

変優秀なインドの学生が集まる所です。5,000人の

合格者に30万人が受験、倍率60倍です。日本の共通

一次試験の総受験者数が54万人で、日本の学生に割

り当てると6割の学生がインド工科大学一校を目指

している事になります。大変な競争率です。卒業す

ると初任給が1,000万円を越える学生もいます。イ

ンドでは人口の内15歳以下の子供が30％を占めて

若い人が多く、将来まだまだ成長する力を秘めてい

る。ちなみに日本人は15％、中国は一人っ子政策を

取っている為に子供の数が少ないので、このままい

くと2050年、インドは16億人になり、中国を追い越

し、人口世界一になり、21世紀はインドの時代にな

るかも知れません。私達はインドについてもっと勉

強し、よく知っておく必要があります。インドには、

既に世界一のものがあります。マンゴーの生産量で

す。世界で生産量の多い果実を順にあげれば、オレ

ンジ類、バナナ、ブドウ、リンゴ、そしてマンゴー

です。5大果実の中にマンゴーが入っています。イ

ンド産は2年位前から日本に輸入されるようになり、

フィリピンの黄色いマンゴーから、最近人気の宮崎

マンゴー、甘くて濃い香り、高価な完熟マンゴーま

で色々あります。マンゴーの大ブームは、生活が豊
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かになり、食文化が変わり、今までの淡白な日本食

から欧米化の脂っこいものが好まれるようになり、

マンゴーの美味しさに目覚め、口に合うようになり

ました。食べ方は普通平たい種をはさんで三枚に切

って、種の部分と二枚の果実に分け、果実を基盤の

目に切れ目を入れフォークでついて食べる。 
しかし、インドではマンゴーは風呂で食えと言わ

れています。外見など気にしないでお風呂でかぶり

つくのが通の食べ方だそうです 
お風呂の活用について、以前、岡田雅晶さんは、

お風呂に入った時に足に水をかけてから出るのが

私の健康法と言われていました。今夜は皆様の心が

けている健康法をお聞かせ頂きたいと思います。夜

遅くまで飲んでも翌日疲れも見せないで仕事をさ

れているのは何か秘訣があるのでしょう。後程マイ

クを回させていただきますので、健康法をお聞かせ

下さい。見習いたいと思います。よろしくお願いし

ます。 
 

 

 

 

７．幹事報告         幹事 山田耕造君 

○メーキャップ 
 和歌山 RC   花畑重靖君  2／24 
○例会臨時変更のお知らせ 
 和歌山東南 RC 
  3 月 25 日（水）→3 月 27 日（金）12：30～ 

和歌山県公館（和歌山市和歌浦中） 
○休会のお知らせ 
 岩出 RC     3 月 19 日（木） 
 和歌山西 RC   3 月 25 日（水） 
 和歌山東南 RC  4 月 8 日（水） 
 

８．委員会報告 

○親睦活動委員会     委員長 寺下 卓君 

 地区大会記念ゴルフ 4 月 13 日です。 
○社会奉仕委員会員会   委員長 中村 文雄君 

3 月は献血例会です。みなさま誘い合わせてご参加、

ご協力下さい。 
3 月は識字率向上月間、書き損じハガキを 3 月 9 日

から 3 回にわけて集めさせて頂きますのでよろしく

お願い致します。 
海南駅構内の本棚へご寄贈をよろしく。 

 
９．ニルダさん「お礼の言葉」 
日本に来て 6 ヶ月経ちました。

お世話になったこと、フィリピ

ンに帰ってロータリークラブで

報告致します。お世話になって

いい思い出ができました。あり

がとうございました。 
 

10．閉会点鐘 

 
 
 
 
 
 
○会員誕生日 
 ２日 山畑弥生君  １９日 中村雅行君 
１６日 小椋孝一君  ３１日 山東剛一君 
○奥様・ご主人誕生日 
 ３日 楠部悦子様  １６日 吉田君江様 
１０日 山野三保子様 １７日 金川けい子様 
１２日 平尾美代子様 ２１日 花田恵子様 
１３日 横出美穂様  ２３日 荻野真由美様 

○結婚記念日 
 ３日 上南雅延君  ２６日 深谷政男君 
 ９日 吉田益巳君  ２６日 岸 友子君 
１４日 中村文雄君  ２９日 土井元司君 
１５日 小椋孝一君  ２９日 辻  亮君 

○一般ニコニコ 

塩崎博司君  半年かかってやっと治りました。ちょ

っとおかしいと思ったら医者にかか

ることです。 

宮田敬之佑君 中西君の超辛口の生酒とても美味し

かったです。私の健康法は一週間に 2
回東浜へ出てくることです。 

寺下 卓君  晩酌はしません。外では思いっきり飲

みます。 
宇恵弘純君  たまたま今日、仏前にご飯を供えて、

健康な身体につくってくれた御礼を

父母に。 
平尾寧章君  パンとチーズを食べています。かつて

のように酒は飲んでいません。 
楠部賢計君  毎日６km 以上、雨の日も風の日も歩

いています。若い頃は 20km 歩けまし

たが、今はこの程度です。 
田中丈士君  広報で、海南駅へロータリーの友を持

って行っていますがあまり読まれて

いないようです。 
山野 明君  貝原益軒と違い、接せずもらさず？    

丈夫な身体に生んでくれた母親に感

謝。 
花田宗弘君  超我の奉仕、犬をつれて散歩していま

す。フィリピンの青いサンゴショウ潜

るのが楽しみです。 
魚谷幸司君  肥え過ぎないように食事の量を控え

ています。身体を動かすこと第一です。 
奥村匡敏君  15 年、歩いて会社へ行きます。道端

の草花を見たり、鳥の声を聞くのが楽

しみです。毎日続けることが大切。 
宮田貞三君  花田さん、林さん、坂口さん、WCS

フィリピン訪問御苦労様です。 
山田耕造君  海南観光協会フォトコンテストで入

選しました。花畑さんにお世話になり

ました。 



次回例会 

第 1563 回例会 平成 21 年 3 月 9 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ「献血例会」 

 
 
 
 
 
 
広報誌『ＲＯＴＡＲＹ世界と日本』創刊 
 
「何か、広報のツールを」という声にお応えして、広

報誌「ＲＯＴＡＲＹ」を作成。ロータリーの国際的な

活動の紹介と、日本のロータリークラブのさまざまな

活動を、写真を中心に紹介しました。ロータリーをも

っと知ってもらうためのツールです。『ロータリーの

友』9 月と一緒に、各クラブに見本誌と案内状をお送

りしました。お目通しいただき、ロータリー活動のさ

まざまなシーンで、ご活用ください。ロータリーを知

ってもらうのに役立ちます。 
 

・クラブ主催のイベントで配る 
・地区の行事で参加者に配る 
・会員に配って、友人にロータ

リーを説明するのに使う 
・インターアクター、ローター

アクターに渡す 
・会員候補者に渡して、増強ツ

ールとして使う 
・外部卓話者に渡す 
 

Ａ5判 16 ページ 1 セット（10 冊）525 円（税込み、送料別） 

 
2009-2010 年度『ロータリーの友』 

表紙の写真募集 
次年度は表紙をロータリアンの写真で飾ります。応

募要領は以下のとおりです。テーマは「祭り」です。

たくさんのご応募をお待ちしています。 
１ テーマ 祭り（日本の祭り、外国の祭り） 
２ 締切り ４月３０日 
３ 点 数 一人 三点まで 
４ サイズ 紙焼き四つ切（又はそれに近いサイズ） 
５ 添付資料 

名前、クラブ、連絡先住所・電話・ファクス、

撮影場所、撮影年月、撮影のデータ（カメラ名

使用レンズ〔ミリ〕、露出、シャッター速度） 
６ 送付先 
 〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 

   黒龍芝公園ビル４階 ロータリーの友事務所 
７ 発表 

『友』誌８月号ならびに『友』ホームページ（６

月下旬予定）に入選者名のみ発表します。 
８ 審査員 

岡井耀毅氏（元『アサヒカメラ』編集長・現『

友』表紙解説者）、ロータリーの友常任委員他 
９ その他 

・表紙のサイズに合わせトリミングをする場合

があります。 
・写真の上にタイトルその他の文字がかかる場

合があります。 
・採用決定作品は、掲載時に、ネガフィルム、

ポジフィルム、また、デジタルカメラの場合

はデータが必要になります。 
・掲載に際して賞金ならびに掲載料等の支払い

はいたしません。 
・入選作品の著作権は撮影者に帰属します。 
ロータリーの友は印刷物（『ロータリーの友』

英語版、その他）ならびにウェブサイト 掲載

や展示などの使用権を保有します。 
・応募作品の返却はいたしません。 

 
新種の詐欺メールにご注意を 

ロータリアンをターゲットにした数種の詐欺メー

ルが出回っています。国際ロータリーがＥメールを通

じて寄付を懇請したり、Ｅメールで個人情報を送るよ

うお願いすることはありませんので、十分ご注意くだ

さい。以下の詐欺メールにご注意ください。 
・受信者の個人情報を提供すれば 
UFAAIDS-RID8080-Donations Coordinator」の役

職が与えられるという虚偽メールです。差出人は「

UFAAIDS」。 
・5 米ドル寄付すればウェブサイトにインターアクト

クラブの名前を掲載するという趣旨のＥメール。 
・「RI improvement Grant Program」の受領者とし

て選ばれたことを伝えるＥメール。8 億件を超える情

報が入った個人・企業専用データベースから選ばれた

と知らせる旨が記載され、「Cash Prize（賞金）」を受

け取るための架空の番号と連絡先が記されています。 
・亡くなったロータリアンからの慈善事業への寄付金

がＥメール受信者に委ねられたとする詐欺メール。遺

言執行者であると偽った送信者が、寄付金を受け継ぐ

ために受信者の個人情報を要求する内容です。 
・賞金合計 70 万米ドルを獲得したと偽る架空のロー

タリークラブからの詐欺メール。「賞金」獲得者であ

る受信者が「賞金」を自国に移譲できないため、預金

口座を共同開設しなければならない旨が書かれてい

ます。お気を付けください。 
 
本年度 2008 年 12 月末までの結果（抜粋） 

2008 年 8 月以来はじめて、2008 年 12 月に国際ロ

ータリーとロータリー財団の両方において好ましい

投資結果が見られました。本会計年度 12 月までに、

ＲＩには 1,900 万ドルの投資損失、財団には 1 億

5,900 万ドルの損失が出ていますが、このほとんどは

含み損（未実現損失）であり、ひとたび市場が回復す

れば状況は好転すると思われます。クラブ会費からの

収入は予算を若干上回っており、財団へのロータリア

ンからの寄付も昨年度と比べ 300 万ドル増えていま



す。ＲＩと財団の運営費はほとんどの分野で予算を下

回る好ましい状況を維持しており、この状況は本会計

年度末まで持続すると見込まれています。また、世界

ポリオ撲滅活動において喜ばしい展開がありました。 
ビル・ゲイツ財団から、2007 年の 1 億ドルの補助

金に加え、ロータリー財団に対して 2 億 5,500 万ドル

の補助金が新たに寄せられました。この補助金は

2012 年 6 月 30 日までにロータリーも独自に合計 2
億ドルを拠出し、上乗せしてポリオ撲滅に充てること

が条件とされています。現在までに、ロータリアンは

現金と寄付誓約の形で約 7,300 万ドルを集めていま

す。このような不況下にあっても 2 億ドルの目標の 3
分の 1 以上を達成していることは、ポリオ撲滅に対す

るロータリアンの固い決意を物語っているものと言

えます。エド・フタ事務総長 
 
読み書きができるように（識字率向上） 
日本では、読み書きができるということは当たり前

のことのように思われています。しかし、地球上には

読み書きができない人たちがたくさんいるのです。読

み書きができなければ、良い仕事を見つけることがで

きず、貧しい暮らしを余儀なくされますが、そればか

りではありません。例えば、薬の飲み方が書いてあっ

ても読むことができないので、どのように飲んだらい

いのかわからないのです。 
ロータリーでは、全世界のすべての人たちが、読み

書きができるよう、識字率が向上するように、さまざ

まな活動をしています。発展途上国のへき地の村に学

校を建てたり、教科書や鉛筆、ノートなどを送ったり

しています。文字が読めないのは子どもたちばかりで

はありません。成人、特に女性に、文字を理解できな

い人がたくさんいます。おかあさんが読み書きできる

ようになると、その子どもたちに教えることもできる

し、家計を支えるための仕事に就くこともできるよう

になります。こ

のような理由

から、ロータリ

ーでは、成人女

性に対する教

育も支援して

います。 
幼児用読み

書きセットを贈るオーストラリアの原住民であるア

ボリジニの人たちに英語を教えるため、同国のリチャ

ー ド・ウォ ーカー博 士がＣＬ Ｅ（ Concerned 
Language Encounter）という言語教育法を開発しま

した。ウォーカー博士はロータリアン（ロータリーク

ラブの会員）です。ＣＬＥというのは、例えば、子ど

もたちなら画用紙からお面をつくったり、人形をつく

ったりという簡単な工作をしながら文字を教えてい

きます。成人の女性なら、料理や裁縫、手工芸といっ

た実用的な、そして収入にも結びつくようなものを取

り上げて、そういった作業をしながら文字を学んでい

きます。楽しいこと、実益に結びつくようなこととと

もに文字を学ぶことができるので、途中で挫折する人

が非常に少ないといわれています。また、費用も少な

く、短い期間で学ぶことができます。したがって、多

くの国のロータリアンたちは、この教育法を使って、

多くの子どもたちや成人女性に文字を教えたり、先生

の育成をしたりしています。文字が読めないと良い仕

事に就くことができず、生活は貧しくなります。貧し

いが故に、その子どもたちは学校に通うことができず

、文字を覚えることもできません。そして、良い仕事

を見つけることができず、貧しい暮らしを強いられま

す。こうした貧困の連鎖を断ち切るためにも、ロータ

リアンたちは、世界中のいろいろな地域で、すべての

人たちが読み書きできるよう、活動を続けています。 
 

 
ロータリー財団の研

究グループ交換（GSE
）は、事業や専門職務

経験の浅い 25 歳から

40 歳までの人々に、海

外の文化と職業に関

する交流の機会を与

えるものです。このプ

ログラムは、異なる国

のチームが組み合わ

せられ、相互訪問する

ための旅行補助金を

提供します。約１ヶ月間にわたり、チームメンバーは

滞在国の文化や制度を体験し、自分と同じ職業が海外

でどのように実践されているかを観察しながら、意見

交換をしたり、個人的な関係や専門職業人としての関

係を築いたりします。 
応募人数 ４名 
応募資格 年齢が２５才から４０才まで 

日常の英会話が出来ること 
現職に少なくとも２年以上勤務 
派遣地区（２６４０地区）内に居住又は勤

務していること 
国際交流と奉仕活動に積極的であること 
他の条件は、下記の URL で確認してくだ

さい 
参加費用 往復の航空運賃は国際ロータリーが負担 

現地滞在費は現地ロータリークラブが負担 
制服は支給される 
旅行期間中の障害保険料は自己負担となり

ます 
出発までの期間にロータリーが実施する月

に１・２度のオリエンテーションに出席す

る義務があります 
締め切り 3 月 15 日 
面接選考 3 月 22 日 
申込書などの詳細は下記 URL を参照して下さい。 
http://www.rotary.org/ja/serviceandfellowship/Fello
wship/GroupStudyExchange/Pages/ridefault.aspx 
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